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国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
へ
の
第
六
回
政
府
報
告
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
が
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
に
提
出
し
た
第
六
回
政
府
報
告
（
二
〇
〇
八
年
四
月
）
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
育
児
介
護
休
業
法
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
賃
金
差

別
、
昇
進
・
昇
格
差
別
、
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
労
働
者
差
別
、
妊
娠
・
出
産
に
よ
る
解
雇
・
退
職
干
渉
な
ど
が
横
行
し
て
い

る
。
妊
娠
・
出
産
に
よ
っ
て
七
割
の
女
性
が
仕
事
を
や
め
て
お
り
、
子
育
て
を
母
親
と
父
親
の
責
任
と
す
る
社
会
に
は
ほ
ど
遠

い
現
状
が
続
い
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
の
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
第
四
回
・
第
五
回
政
府
報
告
へ
の
最
終
コ
メ
ン
ト
で
は
、
調
査
や
法
整

備
な
ど
を
評
価
す
る
一
方
で
、
多
岐
に
わ
た
る
懸
念
・
要
請
・
勧
告
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
コ
ー
ス
別
雇
用
や
パ
ー
ト
・
派
遣

の
賃
金
格
差
へ
の
懸
念
、
家
庭
と
職
業
上
の
責
任
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
対
策
強
化
、
民
法
上
の
差
別
規
定
の
廃
止
、
意
思
決

定
機
関
へ
の
女
性
の
参
画
の
遅
れ
な
ど
、
社
会
の
根
本
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
第
六
回
政
府
報
告
に
つ
い
て
、
こ
の
前
回
の
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
コ
メ
ン
ト
に
も
か
か
わ
っ
て
、
質

問
を
す
る
。

一

雇
用
の
平
等
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
つ
い
て
、
第
六
回
政
府
報
告
は
、
均
等
法
へ
の
間
接
差
別
禁
止
の
明
記
、
育
児

一



休
業
法
の
改
正
な
ど
を
記
述
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
改
善
の
状
況
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
以
下
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

（
一
）
均
等
法
改
定
で
禁
止
さ
れ
た
間
接
差
別
に
関
す
る
都
道
府
県
別
、
年
度
別
の
申
告
数
と
申
告
内
容
、
是
正
結
果
と

是
正
内
容
、
（
二
）
有
期
雇
用
労
働
者
の
育
児
休
業
取
得
に
関
す
る
不
利
益
取
扱
に
よ
る
退
職
、
解
雇
件
数
。
妊
娠
し
た
有

期
雇
用
労
働
者
の
う
ち
、
育
児
休
業
を
取
得
し
て
働
き
続
け
て
い
る
人
数
、
（
三
）
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
七
年
改
定
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
に
よ
る
差
別
禁
止
規
定
に
も
と
づ
く
申
告
数
と
申
告
内
容
、
是
正
結
果
と
是
正
内
容
、
（
四
）
こ
れ
ら
を
行

政
指
導
す
る
都
道
府
県
雇
用
均
等
室
の
こ
の
十
年
の
年
度
別
の
人
員
数
と
予
算
。

二

第
六
回
政
府
報
告
は
、
家
族
に
関
す
る
法
律
の
整
備
に
つ
い
て
、
「
世
論
調
査
等
に
よ
り
国
民
意
識
の
動
向
を
把
握
し
つ

つ
」
、
婚
姻
最
低
年
齢
、
再
婚
禁
止
期
間
の
短
縮
、
離
婚
制
度
の
改
正
の
是
非
と
あ
わ
せ
「
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
度
に
つ
い

て
、
国
民
の
議
論
が
深
ま
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

政
府
報
告
の
第
一
部
総
論
「
一
、
序
論
」
は
、
「
第
四
回
及
び
第
五
回
報
告
に
対
す
る
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
コ

メ
ン
ト
に
留
意
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
民
法
に
つ
い
て
、
前
回
の
最
終
コ
メ
ン
ト
は
「
依
然
と
し
て
存
在
す
る
差
別
的
な

法
規
定
を
廃
止
し
、
法
や
行
政
上
の
措
置
を
条
約
に
沿
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
」
と
し
て
い
た
。
留
意
し
た
点

二



は
な
に
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
選
択
議
定
書
の
批
准
に
つ
い
て
、
前
回
報
告
で
は
、
司
法
の
独
立
な
ど
を
批
准
に
い
た
ら
な
い
理

由
と
し
て
い
た
が
、
今
回
報
告
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
、
と
し
て
批
准
に
い
た
ら
な
い
理
由
を
記
し
て
い
な
い
。

二
〇
〇
九
年
四
月
に
政
府
が
公
表
し
た
「
第
六
回
報
告
審
査
に
関
す
る
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
質
問
事
項
に
対
す

る
回
答
」
に
よ
れ
ば
、
「
平
成
十
一
年
十
二
月
以
降
、
外
務
省
の
主
催
に
よ
り
、
外
務
省
及
び
法
務
省
の
関
係
部
局
等
が
参

加
す
る
研
究
会
を
実
施
し
、
個
別
具
体
的
な
事
案
等
も
見
つ
つ
研
究
を
続
け
て
き
た
が
、
平
成
十
七
年
十
二
月
に
は
同
研
究

会
を
改
組
し
、
関
係
省
庁
に
広
く
呼
び
か
け
た
『
個
人
通
報
制
度
関
係
省
庁
研
究
会
』
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
継
続
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。

（
一
）
個
人
通
報
制
度
関
係
省
庁
研
究
会
に
参
加
し
て
い
る
省
庁
名
と
メ
ン
バ
ー
、
（
二
）
平
成
十
一
年
十
二
月
以
降
、

検
討
し
て
き
た
テ
ー
マ
と
具
体
的
な
内
容
、
今
後
、
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
、
（
三
）
い
つ
ま
で
に
結
論
を
出
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
コ
メ
ン
ト
は
、
条
約
を
は
じ
め
、
選
択
議
定
書
、
委
員
会
の
一
般
的
勧
告
、
北
京
宣

言
お
よ
び
行
動
綱
領
、
第
二
十
三
回
国
連
特
別
総
会
の
成
果
、
政
府
報
告
へ
の
委
員
会
勧
告
な
ど
を
女
性
団
体
や
人
権
組

三



織
、
市
民
社
会
に
広
報
し
続
け
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
、
わ
が
党
参
議
院
議
員
の
質
問
主
意
書
に
た
い
し
て
、
こ
れ
ま
で
国
民
へ
の
周
知
・
広
報
を
し
て
い
な
か
っ

た
二
十
五
の
一
般
勧
告
を
今
後
は
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
等
、
国
民
へ
の
周
知
・
広
報
に
努

め
た
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

以
下
、
（
一
）
そ
れ
以
外
に
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
前
回
の
勧
告
後
、
条
約
・
勧
告
な
ど
の
周
知
・
広
報
の
た
め

に
お
こ
な
っ
た
改
善
措
置
（
時
期
、
そ
の
内
容
）
、
（
二
）
周
知
・
広
報
の
た
め
の
体
制
（
人
員
規
模
と
予
算
措
置
）
、

（
三
）
今
後
の
改
善
計
画
、
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


